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ソフトソフト事業事業

　

　0歳から18歳までの医療費が窓口無
料化になります。

　新たに婚姻した世帯に、新居の取得費
用・賃借費用・引越費用を、30万円を
上限に助成します。（夫婦ともに39歳以下で、
世帯の所得が400万円未満の方が対象）

　出産後の早期から育児の支援を必要と
する母子に保健指導を実施します。

　住まいづくり奨励金・賃貸住宅家賃助
成金・空家リフォーム再生等助成金、ふ
るさと就業促進奨励金・移住体験宿泊費
補助金（令和3年度新規）

5,0155,015
万円万円

150150
万円万円

4242
万円万円

1,7041,704
万円万円

結婚・子育てサポートの充実

子ども医療費助成事業
結婚・子育てサポートの充実

産後ケア事業

新規・拡充

サービス

若者の移住定住の促進

移住定住促進事業

拡

新

新

拡

※　　　: 新規施策　　　　: 拡充事業　　　拡新

結婚・子育てサポートの充実

結婚新生活支援事業
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おもなおもな

新年度新年度のの

　民間企業社員を受け入れ、その専門知
識を町の観光振興等に活かします。

　志賀町耕畜連携推進協議会が実施する
各種事業に補助します。

　受給者証を有する65歳以上の心身障
害者医療費が窓口無料化になります。

646646
万円万円

733733
万円万円

7,9417,941
万円万円

　このほか、「みらいとうぶ周辺に新た
な定住促進住宅地の基本調査を実施」と
して126万円、「認定こども園すばる幼
稚園の移転改築に町が費用の一部を助
成」として５億938万円（国、県補助金
を含む）、「アゼルバイジャンなどの事前
合宿やホストタウン事業による国際交
流、オリンピック聖火リレー開催負担金
等」に7,528万円、「新型コロナウイル
スワクチン接種、保育園や図書館の手洗
いの自動水洗化、新生児応援特別給付金
などの新型コロナウイルス感染症対策と
して実施する事業」に１億7,454万円な
どが計上されています。

観光による交流促進

地域おこし企業人
交流プログラム事業

農林水産業の振興

耕畜連携推進事業

健康づくりの推進

心身障害者医療費
助成事業

連携

新

拡

拡
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ハードハード事業事業 新規・継続

工事
　めながら実施年度の調整が図られています。

７

５

４
３
６

８

10

2

※地図上の番号は、赤色赤色が新規､ 黄色黄色が継続の工事となります。

① 県営ほ場整備
　 （坪野地区）
② 於古川排水機場設備更新
　 （福野、米浜地内）

１億円

２億6,300万円

⑤ 県営ほ場整備
　 （矢田地区）

3,000万円

１

⑧ 安部屋漁港船揚場斜路改修
⑨ 準用河川の浚渫
　 （東谷内川ほか 7河川）
⑩ 町道福浦坂線道路改良

500万円
3,250万円

9,100万円

⑥ 町道カントリー連絡線側溝改良
⑦ 町道末吉清水今江線道路改良

512万円
900万円

③ 町道国道旭ヶ丘線融雪設備整備
④ 町道高浜羽咋線の歩道整備等

1,700万円
3,100万円

役場
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おもなおもな

新年度新年度のの
厳しい財政状況の中、投資的経費である建設事業費は、緊急性や重要性を見極　　

11 1314

15

【注記】・下記の予算額は、国や県の負担分も含んだ金額になります。

12

⑪ 県営ほ場整備
　 （相神地区）
⑫ 県営ほ場整備
　 （東増穂東部地区）
⑬ 町道地頭町中浜線融雪設備整備

5,000万円

1億5,000万円

3,350万円

⑭ 栢木大福寺線道路新設
⑮ 県営ほ場整備
　 （鹿頭地区）

3,200万円
1億5,000万円

支所
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○ 

一
般
会
計
予
算
の
状
況

　

歳
入
で
は
、
志
賀
原
子
力
発
電
所
の

大
規
模
償
却
資
産
に
か
か
る
固
定
資
産

税
を
は
じ
め
と
し
た
町
税
全
体
で
、
約

１
億
８
５
０
０
万
円
の
減
収
と
な
る
な

ど
、
財
源
の
確
保
が
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
、
す
ば
る
幼
稚
園
の
改

築
に
対
す
る
助
成
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

事
業
の
経
営
移
譲
に
伴
い
、
対
前
年
度

９
億
３
千
万
円
増
の
１
２
７
億
７
千
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

区　　　分 新年度予算額 （参考）令和2年度 （参考）元・３1年度

一 般 会 計 １２７億７０００万円 １１８億４０００万円 １２５億円

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 ２４億６７４８万円 ２４億３１９０万円 ２３億７９５３万円

後期高齢者医療 ３億３９２２万円 ３億３７５８万円 ３億３８２１万円

介 護 保 険 ３０億３３４４万円 ３０億４２７７万円 ３０億１７６５万円

診 療 所 １億７４８４万円 １億７８４８万円 ２億２０８万円

ケーブルテレビ ９億２０２６万円 ４億５０４２万円 ４億６３５８万円

企　

業　

会　

計　

水
道

収益的支出 ５億９０８０万円 ５億９４６０万円 ５億８３３７万円

資本的支出 ６億４８２０万円 ７億５１９５万円 ７億３４８４万円

下
水
道

収益的支出 １１億５３４７万円 １２億７５２８万円 １２億６３０８万円

資本的支出 ８億５８４５万円 １２億９０４万円 １２億８４６万円

病
院

収益的支出 １２億９８５８万円 １３億８１万円 １２億６２４５万円

資本的支出 ２億２３９６万円 ３億８６１５万円 ２億２５５４万円

合　　　計 ２４４億７８７０万円 ２３７億９８９８万円 ２４１億７８７８万円

【前年度から１億2千万円の減】
○ 固定資産税の予算額の推移

※下段の金額は志賀原子力発電所大規模償却資産です。

各会計予算額の年度別比較

※各項目の予算額は千円以下を四捨五入しております。全項目の合計と合計欄の額が一致しない場合があります。
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区　　分 新年度予算額 前年度比 説　　　明

歳　

入　
（
財
源
）

町 税 ４１億５３５３万円 △4.3％ 町民税など皆様からいただく税金

分 担 金 等 ４億１７４１万円 △5.9％ 分担金・使用料・手数料・財産収入など

繰 入 金 ９億７８０２万円 376.8％ 基金（積立金）から繰り入れるお金

地 方 交 付 税 ２９億５４００万円 △6.2％ 市町村間の均衡を図るため国が交付するお金

譲与税・交付金 ６億２７１５万円 △5.9％ 一定の基準にしたがって国が交付するお金

国・ 県 支 出 金 ２６億１０３０万円 20.0％ 国や県が使用目的を特定して交付するお金

町 債 １０億２９６０万円 19.7％ 町が事業を行うために借り入れるお金

合　　計 １２７億７０００万円

歳　

出　
（
使
い
み
ち
）

人 件 費 ２０億８１１２万円 △0.6％ 職員の給料や議員報酬などに使うお金

扶 助 費 １２億６３４５万円 3.1％ 医療費や児童手当などに使うお金

公 債 費 １３億３０３７万円 0.5％ 町の借金を返済するためのお金

物 件 費 等 ２１億２００１万円 0.3％ 業務委託・物品購入・施設の維持補修など

補 助 費 ２８億７８０４万円 4.5％ 補助金・助成金・負担金など

建 設 事 業 費 １１億６６１２万円 36.6％ 道路整備や建物などの建設に使うお金

繰 出 金 等 １９億３０９０万円 31.1％ 特別会計に繰り出しするお金、積立金など

合　　計 １２７億７０００万円

新年度一般会計予算の内訳

新年度予算
    を分析

【財源】 【使いみち】

※各項目の説明は、上段「新年度一般会計予算の内訳」の説明欄をご参照下さい。

「※」は自主財源（町で集めたお金） 「※」は義務的経費（任意で削れないお金）

※各項目の予算額は千円以下を四捨五入しております。全項目の合計と合計欄の額が一致しない場合があります。
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予算決算常任委員会
当初予算、補正予算、決算にかかる分野を審査します。

新年度
予算の審査

質
疑　

コ
ロ
ナ
禍
な
ど
が
要

因
で
対
象
者
が
増
加
す
る
と

推
測
さ
れ
る
が
、
今
後
の
対

応
を
聞
く
。

答
弁　

各
学
校
に
「
就
学
援

助
制
度
に
つ
い
て
」
の
お
知

ら
せ
を
配
布
し
、
相
談
が
あ

れ
ば
適
時
に
対
応
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
へ
の
対
応
は

教
育
扶
助
費

質
疑　

医
師
が
１
名
増
え
る

と
聞
く
が
、
常
勤
の
医
師
に

な
る
か
。

答
弁　

来
年
度
か
ら
は
、
県

の
大
学
か
ら
の
派
遣
で
地
域

枠
と
し
て
、
常
勤
医
１
名
の

派
遣
を
い
た
だ
け
る
。
２
年

前
か
ら
派
遣
い
た
だ
い
て
い

る
自
治
医
大
か
ら
の
常
勤
医

１
名
も
継
続
い
た
だ
け
る
。

医
師
の
増
員
は

富
来
病
院

質
疑　

全
国
の
自
治
体
で
、

子
育
て
に
関
す
る
施
策
の
取

組
が
増
加
し
て
い
る
。
本
町

で
も
更
な
る
支
援
の
検
討
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁　

保
育
料
は
、
高
所
得

者
の
保
育
料
限
度
額
を
独
自

で
２
万
７
５
０
０
円
に
抑
え

て
お
り
、
県
内
で
安
さ
は
上

位
で
あ
る
。出
産
祝
い
金
は
、

実
施
自
治
体
が
県
内
で
は
半

数
に
留
ま
る
。
遺
児
心
身
障

が
い
児
扶
養
手
当
は
、
県
内

で
本
町
だ
け
の
独
自
の
施
策

で
あ
る
。
不
妊
治
療
費
助
成

は
、
県
の
助
成
額
に
町
独
自

で
補
助
額
を
上
乗
せ
し
て
お

り
、
県
内
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
補
助
額
に
な
り
、
総
じ
て

県
内
で
も
充
実
し
て
い
る
と

考
え
る
。

更
な
る
検
討
が

必
要
で
は

地
元
中
学
校
の

受
験
率
低
下

の
要
因
は

質
疑　

地
元
中
学
の
志
賀
高

校
へ
の
受
験
率
が
低
い
要
因

は
何
と
考
え
る
か
。

答
弁　

子
ど
も
た
ち
の
将
来

の
職
業
種
が
多
様
化
し
た
こ

と
で
希
望
す
る
学
科
が
幅
広

く
な
っ
た
こ
と
や
、
学
区
の

範
囲
が
広
が
っ
た
こ
と
で
自

由
に
高
校
を
選
択
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
要

因
と
考
え
る
。

　

町
と
し
て
、
学
習
サ
ポ
ー

ト
事
業
に
よ
る
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
の
学
習
指
導
な
ど
の
支
援

事
業
を
行
っ
て
お
り
、
今
後

も
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
く
。

子
育
て
施
策

志
賀
高
校

教育扶助費は､ 就学援助制度に充てら
れる予算です。
『就学援助制度』
学用品費、給食費などにかかる費用の
一部を援助しています。
【援助を受けることのできる方】
経済的理由によって、就学困難と認
められた児童・生徒の保護者

【援助の内容】
・学用品費
・給食費
・修学旅行費 (中学生３年生のみ )

【手続き】
希望される方は、それぞれの学校へ
申し出て申請をしてください。
制度に関するお問い合わせは学校教
育課までご連絡ください。

志志っっ賀賀りり  チェック！チェック！委員会審査委員会審査
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質
疑　

イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
奨

励
金
の
推
移
を
聞
く
。

答
弁　

４
月
か
ら
２
月
の
期

間
で
比
較
す
る
と
、
平
成
30

年
度
は
９
１
５
頭
、
令
和
元

年
度
は
６
１
０
頭
、
令
和
２

年
度
は
１
１
３
２
頭
、
約
1.8

倍
程
度
で
増
加
と
な
る
。
令

和
２
年
度
は
異
常
に
多
い
状

況
で
あ
る
。

質
疑　

女
性
の
子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状
況
は
ど

の
く
ら
い
か
。

答
弁　

対
象
者
１
０
３
８
人

中
、
接
種
者
は 

17
名
で
あ

り
、接
種
率
は
1.6
％
に
な
る
。

対
象
者
は
小
学
校
６
年
生
か

ら
高
校
１
年
生
ま
で
の
方
で

あ
る
。

質
疑　

令
和
２
年
度
の
ふ
る

さ
と
納
税
額
の
見
込
み
は
ど

の
く
ら
い
か
。

答
弁　

前
年
度
の
決
算
額
は

７
２
２
５
万
８
千
円
、
件
数

は
２
６
４
８
件
、
現
在
は

５
９
３
９
件
で
2.2
倍
で
あ

り
、金
額
で
は
1.8
倍
で
あ
る
。

質
疑　

増
加
の
要
因
は
、
返

礼
品
の
人
気
が
あ
る
た
め
か
。

答
弁　

返
礼
品
の
人
気
が
高

い
と
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
返
礼
品

の
ラ
ン
キ
ン
グ
が
上
位
に
表

示
さ
れ
、
希
望
者
が
増
加
す

る
。
掲
載
サ
イ
ト
に
「
楽
天

ふ
る
さ
と
納
税
」
を
追
加
し

た
こ
と
や
全
国
的
な
増
加
要

因
の
コ
ロ
ナ
禍
の
巣
ご
も
り

も
要
因
と
分
析
す
る
。

　

一
番
人
気
は
、
紅
ず
わ
い

が
に
で
あ
る
。

令
和
２
年
度
の
見
込
み
は

捕
獲
奨
励
金
の
推
移
は

接
種
状
況
は

　

平
成
25
年
に
重
篤
な
副
反

応
が
報
告
さ
れ
て
か
ら
は
、

積
極
的
な
接
種
は
勧
め
て
い

な
い
。保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、

対
象
者
に
接
種
券
を
送
付
し

て
い
る
が
、
副
反
応
や
任
意

接
種
で
あ
る
旨
を
併
せ
て
周

知
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
の

接
種
率
で
あ
る
。

令和2年度
補正予算の審査

区　　　分 補　正　額 予　算　額
一　  般  　会 　 計 ４５９５万円 １５６億１０４万円

特 

別 

会 

計

国 民 健 康 保 険 ３０８４万円 ２４億６２２５万円
後 期 高 齢 者 医 療 ５４６万円 ３億４４２７万円
介 護 保 険 △２３９８万円 ３０億２４８６万円
診 療 所 △３５０万円 １億７７１９万円
ケーブルテレ ビ △１８８万円 ４億９１３７万円

企 

業 

会 

計

水　道
資本的収入 ９４８万円 ２億９１７０万円
資本的支出 △６９２０万円 ６億８６８１万円

下水道

収益的収入 △５２万円 １２億８０１０万円
収益的支出 １０６８万円 １２億８００９万円
資本的収入 １億２９６万円 ９億２３６８万円
資本的支出 １億３６７０万円 １３億７６１９万円

【別表】令和2年度各会計の予算額
　歳入では、国の補正予算に伴
う国庫補助金などの増額のほか、
新型コロナウイルス感染症の影
響による地方税等の減収を補て
んするための減収補てん債の発
行を主とし、歳出では、農業施
設等雪害復旧緊急対策事業や、
国の補正予算に伴う新型コロナ
ウイルスワクチン接種事業をは
じめ、県営ほ場整備事業などの
追加計上、各事業の精算見込み
による事業費の減額を主として、
所要額を補正するものです。

ふ
る
さ
と
納
税

イ
ノ
シ
シ
対
策

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

【イノシシ捕獲奨励金】
●成獣　１頭につき 20,000 円
●幼獣　１頭につき 15,000 円
　　　　　・複数頭を同時に捕獲した場合は
　　　　　　２頭目以降 10,000 円
　　　　　・成獣、幼獣の別は、体重（30㎏）
　　　　　　により判断

議会だより　しか　№ 63
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志志っっ賀賀りり  チェック！チェック！委員会審査委員会審査

総務産業建設常任委員会

教育民生常任委員会

役場内部事務や地場産業にかかる分野を審査します。

教育や住民の暮らしにかかる分野を審査します。

質
疑　

今
後
、
ど
の
よ
う
に

活
用
さ
れ
て
い
く
の
か
。

答
弁　

近
い
活
用
方
法
で
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保

険
証
と
し
て
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
る
。
今
後
は
、
国
の

報
道
に
あ
る
よ
う
に
、
様
々

な
分
野
で
活
用
さ
れ
て
い
く

と
思
わ
れ
る
。

質
疑　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
率
は
ど
れ
く
ら
い

か
。

答
弁　

交
付
対
象
者
２
万
23

人
中
、
３
月
１
日
現
在
の
交

付
が
４
４
４
６
人
で
、
交
付

率
は
22
・
２
％
で
あ
る
。

普
及
率
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

保
健
師
・
助
産
師
・
看
護
師

は
４
年
と
し
て
、
月
13
万
円

×
12
か
月
×
４
年
で
あ
る
。

こ
の
限
度
額
は
、
先
に
制
定

し
て
い
る
就
学
資
金
の
限
度

額
と
同
額
で
あ
る
。

質
疑　

貸
与
限
度
額
を
、
薬

剤
師
は
９
３
６
万
円
、
看
護

師
等
は
６
２
４
万
円
と
す
る

積
算
根
拠
を
聞
く
。

答
弁　

薬
剤
師
は
６
年
間
の

修
学
が
必
要
で
あ
り
、
月

13
万
円
×
12
か
月
×
６
年
、

貸
与
限
度
額
の
積
算
根
拠
は

富
来
病
院

薬
剤
師
等
就
業
支
度
金
貸
与

実際に貸与となる額は、以下のとおり計算
されます。

　①薬剤師
　　　他機関等から貸与を受けた修学資金
及び奨学金等の未返還金の額

　　　又は、薬剤師の業務を民間の医療機
関等で従事した年数に 36万円を乗じ
た金額のいずれかの額

　②保健師・助産師・看護師
　　　他機関等から貸与を受けた修学資金
及び奨学金等の未返還金の額

本制度には、薬剤師は10年以上､ 保健師・
助産師・看護師は５年以上の期間、本病院
で勤務した場合の返還免除が定められてい
ます。

※薬剤師等就業支度金貸与条例 参照

議会だより　しか　№ 63
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区分 (市町村名 ) 人　口
(Ｒ 2.1.1 時点 )

交付枚数
(Ｒ 3.3.1 時点 )

人口に対する
交付枚数率

全国 127,138,033 33,443,334 26.3％
町村 10,783,206 2,445,789 22.7％

石川県 1,139,612 293,564 25.8％

1 加賀市 66,350 39,801 60.0％
2 川北町 6,184 1,872 30.3％
3 小松市 108,265 30,616 28.3％
4 宝達志水町 13,004 3,392 26.1％
5 内灘町 26,575 6,866 25.8％
6 野々市市 52,912 13,328 25.2％
7 津幡町 37,600 9,452 25.1％
8 能美市 50,272 12,610 25.1％
9 羽咋市 21,324 5,313 24.9％
10 かほく市 35,618 8,832 24.8％
11 中能登町 17,863 4,103 23.0％
12 金沢市 452,220 103,650 22.9％
13 白山市 113,715 25,750 22.6％
14 志賀町 20,023 4,446 22.2％
15 七尾市 52,117 10,953 21.0％
16 能登町 16,972 3,360 19.8％
17 珠洲市 14,074 2,743 19.5％
18 穴水町 8,114 1,555 19.2％
19 輪島市 26,410 4,922 18.6％

マイナンバーカード交付状況
（令和３年３月１日現在）

参考：総務省マイナンバーカード交付状況



　

令
和
３
年
１
月
18
日
、
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
原
子
力

立
地
政
策
室
の
遠
藤
室
長
と

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
研
修
会
を

実
施
し
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
、
高
レ
ベ
ル
放
射

性
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
現

状
、
立
地
地
域
へ
の
支
援
策

な
ど
原
子
力
施
策
を
取
り
巻

く
現
状
を
研
修
し
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
、
脱
炭
素
社
会

の
実
現
に
向
け
た
質
問
が
あ

り
、
遠
藤
室
長
か
ら
は
、
電

気
自
動
車
な
ど
の
電
化
を
進

め
て
い
く
に
は
ま
だ
30
年
程

度
の
時
間
が
か
か
り
、
電
力

会
社
も
含
め
、
関
連
製
品
な

ど
の
技
術
や
工
場
の
ラ
イ
ン

な
ど
を
変
え
て
い
く
必
要
も

あ
り
、
５
年
や
10
年
の
中
間

目
標
を
も
っ
て
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

北
陸
電
力
原
子
力
本
部
の

石
黒
本
部
長
と
土
木
建
築
部

の
藤
田
部
長
か
ら
は
、
１
月

15
日
に
開
催
さ
れ
た
第
14
回

志
賀
原
子
力
発
電
所
新
規
制

基
準
適
合
性
確
認
審
査
（
敷

地
内
断
層
）
の
状
況
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
、「
今
後
も
、

慎
重
か
つ
正
確
に
対
応
し
、

電
力
の
安
定
供
給
と
い
う
社

会
的
使
命
を
し
っ
か
り
果
た

し
て
ほ
し
い
」「
本
来
の
目

的
は
安
全
審
査
に
合
格
す
る

こ
と
で
あ
り
、
地
面
の
問
題

が
解
決
し
た
ら
す
ぐ
に
他
の

安
全
対
策
に
取
り
掛
か
っ
て

ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
２
月
18
日
、
早

稲
田
大
学
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト

研
究
所
の
長
内
研
究
員
と
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
「
議
会
基
本

条
例
の
見
直
し
」
の
研
修
会

を
実
施
し
、
条
例
の
意
義
や

評
価
の
方
法
、
実
施
に
向
け

た
手
順
な
ど
の
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　

評
価
と
検
証
は
、
制
定
時

の
将
来
予
測
と
そ
の
後
の
運

用
状
況
と
の
乖
離
を
可
視
化

し
て
、
改
善
の
契
機
と
す
る

も
の
で
あ
り
、
目
標
・
目
的
・

手
段
を
整
理
し
て
明
確
な
も

の
さ
し
で
評
価
し
、
具
体
的

な
方
法
で
実
施
す
る
こ
と
が

成
果
を
あ
げ
る
た
め
に
重
要

で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

検
討
課
題
で
あ
る
議
員
間

討
議
で
は
、
政
策
形
成
や
執

行
部
か
ら
の
施
策
審
査
手
順

な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

オンラインによる研修風景

原子力発電所対策原子力発電所対策
特別委員会特別委員会

原
子
力
施
策
を

原
子
力
施
策
を

　

取
り
巻
く
現
状

　

取
り
巻
く
現
状

目
指
す
議
会
と
は

目
指
す
議
会
と
は

「
評
価
し
て
成
果
を
あ
げ
る
」

「
評
価
し
て
成
果
を
あ
げ
る
」

オンラインにて、委員は役場庁舎と自宅で受講

特別委員会特別委員会
議会改革活性化議会改革活性化

議会だより　しか　№ 63
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議案に
対する討論 　討論とは、議案や請願に対し、議員が自己の賛否の意見を表明し、その理

由を述べて他の議員を自己の意見に賛同させることを目的とする発言です。

12

議議 決決 結結 果果
議案番号 議案名と主な内容　（議案名は一部省略してあります） 議決結果

議案
20

指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防
のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正 … 介護保険制度見
直しによる厚生労働省令の一部改正に伴い、感染症対策の強化、災害対応等の業務継続に向けた取
組の強化、高齢者虐待防止の推進等の規定の所要の改正。

可決
賛13　反0

21

指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正す
る条例 … 介護保険制度見直しによる厚生労働省令の一部改正に伴い、管理者要件の経過措置期間
延長、感染症や災害対応等における業務継続に向けた取組の強化、高齢者虐待防止の推進等の規定
の所要の改正。

可決
賛13　反0

22 後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例 … 地方税法の一部改正に伴い、延滞金
の割合が見直されたことから、所要の改正。

可決
賛13　反0

23 教職員住宅管理条例を廃止する条例 … 当該施設は、用途変更し、現在は特別町営住宅として
管理していることから、当該条例を廃止。

可決
賛13　反0

24 財産の取得について「清掃収集車」 … 清掃収集車（ダンプ）１台を購入するにあたり、有限会社
稲荷商会から759万5,500円で取得。

可決
賛13　反0

25 財産の処分について「能登中核工業団地内の工場用地」 … 能登中核工業団地内の工場用地を
株式会社ハイレゾに売却する。

可決
賛13　反0

26・31 令和３年度一般会計予算・ケーブルテレビ事業特別会計予算 … ６ページ参照 可決
賛12　反1

27～ 30
32～ 34

令和３年度国民健康保険特別会計予算～診療所事業特別会計予算・令和３年度水道事
業会計予算～富来病院事業会計予算 … ６ページ参照

可決
賛13　反0

請願
１

後期高齢者の医療費窓口負担の現状維持を求める意見書提出の請願 … 国に対し、後期高
齢者の医療費窓口負担の現状を維持するよう意見書の提出を求める。

不採択
賛2　反11

同意
１ 副町長の選任 … 副町長として、庄田　義則氏（高浜町）を任命するため、議会の同意を求める。 同意

賛12　反1

発委
１

志賀町議会会議規則の一部を改正する規則 … 男女の議員が活動しやすい環境整備の一環と
して、育児、介護など議会への欠席事由を整備し、産前・産後の欠席期間を規定。請願者の利便性
の向上を図るため､ 一律に求めている押印の義務づけを見直し、署名又は記名押印に改めるため、
所要の改正。

可決
賛13　反0

発議
１

新型コロナウイルスワクチンに関する意見書 … ワクチン接種に関する正確な情報の周知、
年齢や基礎疾患の有無などの条件に応じたきめ細かい説明､ ワクチン接種の有無による社会的差別
が無いよう周知・啓発など、感染症対策の強化に適切な措置を講ずるよう求める意見書を国に提出。

可決
賛13　反0

※議長は採決に加わりません。

中谷 松助 議員
　議案第12号及び31号は、ＩＰ告知端末の撤去費用が含まれており、議案第18号及び19号は介護計画
作成担当者の配置基準が介護事業者単位へ緩和となったため､ 議案第26号は志賀原子力発電所環境安全対策
対策協議会への補助金及び町独自の学力調査委託料が計上されているため反対。
　請願第１号は、負担を当事者同士に押し付けるのではなく、大企業や富裕層に応分の負担を求め、国庫負
担投入を元に戻すべきとして賛成。

議会だより　しか　№ 63
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33 月月 定定例例会会
議案番号 議案名と主な内容　（議案名は一部省略してあります） 議決結果

承認
１ 専決処分の承認について（令和２年度一般会計補正予算（第７号）） 承認

賛13　反0

議案
１～８

令和２年度一般会計補正予算（第８号）～令和２年度下水道事業会計補正予算（第３号）
… ９ページ参照

可決
賛13　反0

９
町立富来病院薬剤師等就業支度金貸与条例 … 人材の確保及び医療体制の強化を図るため、当
該病院に薬剤師、保健師、助産師又は看護師として新たに勤務しようとする者に対して、就業支度
金を貸与するにあたり、新たに条例を制定。

可決
賛13　反0

10
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個
人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例 … 本条例に規定する事務名称等に変更が
生じたため、所要の改正。

可決
賛13　反0

11
コミュニティバスの運行に関する条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例 … 
令和３年４月１日に施行予定の改正条例に、災害等の非常時や公益上必要な場合など、町長が必要
と認める場合、料金を無料とすることができる規定を追加するにあたり、所要の改正。

可決
賛13　反0

12 ケーブルテレビ施設条例の一部を改正する条例 … 令和３年度からの情報発信多重化システ
ムの運用開始に伴い、既存のＩＰ音声告知端末の運用を停止するため、所要の改正。

可決
賛12　反1

13
地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化のための固定資産税の特例
に関する条例の一部を改正する条例 … 地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤
強化に関する法律の一部改正に伴い、引用する条項にズレが生じたため、所要の改正。

可決
賛13　反0

14

いこいの村能登半島施設等改修基金条例の一部を改正する条例 … 基金の使用目的の特例と
して、新型コロナウイルス感染症の影響により当該施設の収益が悪化し、その維持管理に著しく支
障を来す場合、基金の全部又は一部をその経費に充てる措置を講じることができる規定を追加する
にあたり、所要の改正。

可決
賛13　反0

15
妊産婦医療費助成に関する条例の一部を改正する条例 … 医療費助成の対象となる疾病の範
囲を、限定された疾病から妊娠又は出産に起因する母体の疾病及び異常分娩と範囲を改めるため、
所要の改正。

可決
賛13　反0

16
国民健康保険条例の一部を改正する条例 … 新型インフルエンザ等対策特別措置法の一部改正
により、新型コロナウイルス感染症に関する特例を定める条文が削除されることに伴い、所要の改
正。

可決
賛13　反0

17 介護保険条例の一部を改正する条例 … 第８期介護保険事業計画の策定に伴い、保険料率の該
当期間を所要の改正。

可決
賛13　反0

18
指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例 … 介護保険制度見直しによる厚生労働省令の一部改正に伴い、感染症対策の
強化、災害対応等の業務継続に向けた取組の強化、高齢者虐待防止の推進等の規定を所要の改正。

可決
賛12　反1

19

指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型
介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例 … 介護保険制度見直しによる厚生労働省令の一部改正に伴い、感
染症対策の強化、災害対応等の業務継続に向けた取組の強化、高齢者虐待防止の推進等の規定を所
要の改正。

可決
賛12　反1

議会だより　しか　№ 63
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そ
の
他
の
質
問

福
田　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率

を
上
げ
る
た
め
の
広
報
活

動
や
今
後
の
接
種
方
法
を

問
う
。

町
長　

正
し
い
情
報
の
広

報
、
区
長
や
民
生
・
児
童

委
員
に
よ
る
接
種
の
呼
び

か
け
を
考
え
て
い
る
。
現

時
点
の
想
定
で
あ
る
が
、

高
齢
者
の
優
先
接
種
は
５

月
連
休
明
け
か
ら
で
、
一

般
接
種
は
８
月
頃
か
ら
と

考
え
る
。

福
田　

東
日
本
大
震
災
か
ら

10
年
が
経
過
し
、
大
震
災
さ

え
も
遠
い
記
憶
に
な
り
つ
つ

あ
る
。

　

今
の
災
害
へ
の
備
え
は
万

全
か
。
今
一
度
、
こ
れ
ま
で

の
10
年
を
振
り
返
り
、
町
民

に
と
っ
て
、
よ
り
よ
い
ま
ち

づ
く
り
と
は
何
か
を
考
え
る

べ
き
だ
が
、
原
子
力
発
電
所

立
地
町
の
首
長
と
し
て
、
町

長
の
所
感
を
問
う
。

町
長　

道
路
や
橋
梁
の
強
じ

ん
化
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
は
じ
め
、
避
難
訓
練
や
備

蓄
物
資
の
充
実
な
ど
の
防
災

対
策
を
実
施
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
町
民
の
安

全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め

の
施
策
を
積
極
的
に
実
行
し

て
い
く
。

　

よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

は
、
将
来
に
負
担
を
残
さ
な

い
持
続
可
能
で
安
定
的
な
財

政
運
営
が
必
要
で
あ
り
、
原

子
力
発
電
所
関
連
の
財
源
に

依
存
せ
ず
、
経
費
の
縮
減
を

図
り
な
が
ら
、
時
代
の
変
化

も
捉
え
つ
つ
、
将
来
に
希
望

が
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
に
向
け
、
総
合
計
画
を
推

進
し
て
い
く
。

福
田　

防
災
対
策
の
現
状
と

今
後
の
取
組
を
聞
く
。
①
防

災
食
（
非
常
食
）
の
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
食
の
導
入
状
況
は
。

②
学
校
防
災
水
準
達
成
の
進

捗
は
。

③
防
災
・
危
機
管
理
部
門
へ

の
女
性
委
員
や
職
員
の
比
率

は
。

環
境
安
全
課
長　

①
備
蓄
し

て
い
る
防
災
食
の
15
％
（
約

２
２
０
０
食
）
が
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
に
対
応
し
て
い
る
。

教
育
長　

②
学
校
現
場
独
自

で
は
未
達
成
で
あ
り
、
水
準

の
達
成
に
向
け
た
見
直
し
を

進
め
て
い
く
。

環
境
安
全
課
長　

③
志
賀
町

防
災
会
議
の
委
員
に
女
性
防

福田　晃悦　議員

東日本大震災から10年
　今後のまちづくりを聞く

総合計画を着実に推進
　将来に希望が持てるまちづくりを
　　　　　　　　推進していく 町長

防
災
対
策
を
聞
く

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
の
備
蓄

学
校
防
災
水
準
達
成
を
目
指
す

女
性
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
環
境
安
全
課
長
ほ
か

備蓄されているアレルギー対応非常食品

災
士
１
名
及
び
消
防
団
員
に

女
性
５
名
を
任
命
し
、
町
女

性
職
員
の
避
難
所
等
の
業
務

対
応
な
ど
、
防
災
業
務
に
女

性
の
視
点
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
て
い
る
。
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町
長　

富
来
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
ト
イ
レ
は
北
鉄
能
登
バ

ス
株
式
会
社
の
富
来
営
業
所

の
廃
止
に
伴
い
、
一
般
の
利

用
者
が
使
用
で
き
な
く
な
っ

た
。
北
鉄
能
登
バ
ス
で
は
、

経
年
劣
化
、
男
女
別
々
へ
の

改
修
が
必
要
な
た
め
、
一
般

の
方
へ
の
開
放
は
難
し
い
と

考
え
て
お
り
、
町
で
設
置
も

検
討
し
た
が
、
当
該
施
設
は

民
間
施
設
で
あ
り
、
改
修
な

ど
の
課
題
も
多
く
、
現
時
点

で
は
、
困
難
と
考
え
る
。

　

今
後
、
利
用
者
数
の
推
移

な
ど
を
分
析
す
る
と
共
に
、

町
民
や
観
光
客
等
、
利
用
者

の
利
便
性
を
考
慮
し
た
発
着

場
所
の
変
更
な
ど
を
北
鉄
能

登
バ
ス
に
要
望
し
、
協
議
し

て
い
く
。

中
谷　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
外

出
自
粛
、
外
国
人
観
光
客
の

激
減
な
ど
で
需
要
が
落
ち
込

み
、
農
林
水
産
物
の
販
路
が

縮
小
し
、
生
産
者
が
打
撃
を

受
け
て
い
る
。
特
に
米
価
の

暴
落
は
深
刻
で
あ
る
。

　

国
に
は
か
つ
て
の
戸
別
所

得
補
償
の
復
活
を
求
め
、
本

町
で
は
独
自
に
、
稲
作
、
反

当
り
１
千
円
の
担
い
手
支

援
、
コ
ロ
ナ
禍
助
成
制
度
の

創
設
を
求
め
る
。

農
林
水
産
課
長　

国
の
制
度

に
は
、
主
食
用
米
の
代
わ
り

に
転
作
作
物
を
生
産
販
売
し

た
場
合
に
、
主
食
用
米
相
当

の
所
得
を
補
償
す
る
水
田
活

用
等
の
助
成
が
あ
り
、
戸
別

所
得
補
償
の
復
活
を
求
め
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　

担
い
手
へ
の
支
援
は
、
町
も

事
業
費
を
負
担
す
る
ほ
場
整
備

に
て
生
産
性
の
向
上
な
ど
が
図

ら
れ
て
お
り
、
町
単
独
で
の
支

援
策
は
考
え
て
い
な
い
。

　

志
賀
産
米
を
使
用
し
た
学

校
給
食
や
本
町
出
身
の
学
生

に
パ
ッ
ク
米
飯
を
送
る
事
業

を
実
施
し
て
お
り
、
米
の
消

費
拡
大
に
も
繋
が
っ
て
い
る

と
考
え
る
。

富
来
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に

　
　
　
　
　

常
設
の
ト
イ
レ
を

現
時
点
で
は
困
難

　

利
用
者
の
利
便
性
を
考
慮
し
た

　

発
着
場
所
の
変
更
な
ど
を
協
議
し
て
い
く　
町
長

稲作コロナ禍助成制度の創設を

町単独での支援策は考えていない 農林水産課長

中谷　松助　議員

中
谷　

今
、
富
来
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
に
は
ト
イ
レ
の
あ
る

売
店
は
無
く
、
北
鉄
の
営
業

所
も
閉
鎖
さ
れ
、
常
設
ト
イ

レ
も
な
い
。
当
タ
ー
ミ
ナ
ル

は
、
路
線
バ
ス
と
「
し
か
ば

す
」
と
の
乗
り
換
え
の
拠
点

で
も
あ
り
、
常
設
の
ト
イ
レ

の
設
置
を
求
め
る
。

そ
の
他
の
質
問

中
谷　

高
齢
者
施
設
職
員

へ
の
定
期
的
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
求
め
る
。

健
康
福
祉
課
長　

検
査
は

制
度
と
し
て
確
立
し
て
お

り
、
町
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

勧
奨
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

中
谷　

国
の
教
員
の
加
配

を
待
た
ず
、
少
人
数
学
級

化
の
推
進
を
求
め
る
。

教
育
長　

主
要
５
教
科
を

２
分
割
し
た
少
人
数
で
の

指
導
や
教
科
担
任
制
を
導

入
し
て
お
り
、
児
童
・
生

徒
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

授
業
が
で
き
る
と
考
え
る
。

中
谷　

町
独
自
で
子
ど
も

の
国
保
税
均
等
割
額
の
減

免
を
求
め
る
。

住
民
課
長　

財
源
も
含
め
、

国
が
法
整
備
を
図
っ
て
い

く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

中
谷　

実
効
性
あ
る
原
子

力
防
災
避
難
訓
練
を
求
め
る
。

環
境
安
全
課
長　

国
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
て

実
施
し
て
お
り
、
よ
り
実

効
性
の
あ
る
訓
練
を
重
ね

る
。
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そ
の
他
の
質
問

南　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
に
対
す
る
進
捗
状
況
、
課

題
、
使
用
目
的
拡
充
、
冬
期

休
暇
中
の
体
験
運
用
の
評

価
・
課
題
を
聞
く
。

教
育
長　

一
人
１
台
端
末
の

整
備
を
完
了
し
、
ハ
ー
ド
面

で
の
準
備
は
整
っ
た
。
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
操
作
に
不
慣

れ
な
教
員
も
多
く
、
研
修
等

に
力
を
入
れ
る
。
学
習
サ

ポ
ー
ト
事
業
は
大
学
生
の
マ

ン
ツ
ー
マ
ン
で
の
対
応
が
必

要
で
あ
り
課
題
が
あ
る
。
冬

季
休
暇
の
試
行
で
は
、
概
ね

ス
ム
ー
ズ
に
接
続
で
き
る
こ

と
が
確
認
で
き
た
。
１
年
生

か
ら
４
年
生
も
試
行
を
実
施

し
て
い
く
。

南　

能
登
地
区
で
１
５
０
基

を
超
え
る
風
力
発
電
が
新
設

予
定
と
の
こ
と
だ
が
、
広
大

な
山
林
を
失
い
、
景
観
が
損

ね
ら
れ
、
志
賀
原
子
力
発
電

所
の
よ
う
な
継
続
的
雇
用
も

発
生
し
な
い
。
太
陽
光
発
電

で
は
、
パ
ネ
ル
の
リ
サ
イ
ク

ル
技
術
が
確
立
さ
れ
て
い
な

い
課
題
も
あ
る
。
本
町
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
が
策

定
さ
れ
て
い
る
が
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
考
え
を
聞
く
。

町
長　

エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
し
、
中
長
期
的
な

振
興
を
図
る
た
め
の
基
本
方

針
と
取
組
を
取
り
ま
と
め
て

い
る
。

　

多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を

活
用
し
て
い
く
た
め
、
国
及

び
県
の
動
向
に
注
視
し
な
が

ら
、
ビ
ジ
ョ
ン
で
示
し
た
公

共
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電
の

設
置
や
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
の
進
出
事
業
者
に

対
し
、
生
活
環
境
へ
の
影

響
、
景
観
や
防
災
対
策
に
配

慮
し
、
地
域
住
民
と
の
合
意

形
成
を
求
め
る
な
ど
、
良
好

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

南　

本
町
で
は
、
住
民
の
感

染
防
止
に
対
す
る
愚
直
な
行

動
に
よ
り
、
見
事
に
感
染
を

封
じ
て
は
い
る
も
の
の
、
ご

く
少
数
の
感
染
者
が
発
生
し

た
。
全
国
的
に
感
染
者
や
そ

の
家
族
等
に
対
す
る
差
別
・

誹
謗
中
傷
が
問
題
と
な
っ
て

お
り
、
本
町
で
も
心
無
い
言

動
が
あ
っ
た
と
聞
く
。
現
状

以
上
の
積
極
的
な
啓
蒙
活
動

に
務
め
る
こ
と
を
望
む
が
見

解
を
聞
く
。

町
長　

感
染
さ
れ
た
方
や
医

療
従
事
者
、
そ
の
ご
家
族
な

ど
が
誹
謗
中
傷
な
ど
を
受
け

る
事
例
が
全
国
的
に
発
生

し
、
本
町
に
お
い
て
も
事
例

が
あ
っ
た
。
差
別
や
偏
見
を

や
め
る
よ
う
「
広
報
し
か
」

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
呼
び
か

け
、
防
災
行
政
無
線
に
よ
る

啓
発
を
行
っ
て
い
る
。
各
学

校
で
も
「
誹
謗
中
傷
等
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
指

導
し
て
お
り
、
様
々
な
手
段

南　　正紀　議員

エネルギー政策に
　　　対する考えを聞く

再生可能エネルギー事業者に対し
地域住民との合意形成を求めていく　　

町長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
　
　
　

に
よ
る
人
権
問
題
を
聞
く

差
別
や
偏
見
が
な
く
な
る
よ
う

今
後
も
啓
発
に
取
り
組
む

町
長

に
よ
り
、
繰
り
返
し
、
啓
発

に
取
り
組
ん
で
い
く
。
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そ
の
他
の
質
問

堂
下　

ゲ
ノ
ム
編
集
と
い

う
技
術
を
利
用
し
た
野
菜

や
魚
が
日
本
国
内
で
も
解

禁
さ
れ
、
販
売
も
可
能
と

な
っ
て
い
る
が
、
学
校
給

食
は
最
大
限
に
配
慮
し
、

当
面
は
ゲ
ノ
ム
編
集
の
野

菜
や
魚
等
は
使
う
べ
き
で

な
い
と
考
え
る
が
対
応
を

聞
く
。

教
育
長　

県
か
ら
「
地
産

地
消
」
を
主
目
標
と
し
た

方
策
が
と
ら
れ
て
お
り
、

現
在
、「
志
賀
町
産
」や「
県

内
産
」
の
農
作
物
を
可
能

な
限
り
調
達
し
て
い
る
。

引
き
続
き
、
地
産
地
消
に

配
慮
し
、
安
全
・
安
心
な

学
校
給
食
を
提
供
し
て
い

く
。

教
育
長　

毎
年
、
ス
マ
ホ
の

所
持
の
状
況
や
使
用
時
間
、

家
庭
で
の
ル
ー
ル
の
有
無
な

ど
調
査
を
行
い
、
児
童
・
生

徒
及
び
保
護
者
へ
の
注
意
喚

起
を
行
っ
て
い
る
。

　

一
日
の
使
用
時
間
が
長
時

間
に
及
ぶ
児
童
・
生
徒
を
把

握
し
た
場
合
は
、
家
庭
内
の

こ
と
で
改
善
が
難
し
い
面
も

あ
る
が
、
家
庭
で
の
ル
ー
ル

作
り
を
推
奨
す
る
な
ど
、
保

護
者
へ
の
啓
発
に
努
め
て
い

る
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
持
ち
帰
っ

て
使
用
す
る
場
合
に
は
、
使

用
時
間
の
制
限
等
、
家
庭
で

の
使
用
ル
ー
ル
を
児
童
・
生

徒
や
保
護
者
に
徹
底
し
て
い

く
。

堂
下　

小
中
学
生
に
各
自
１

台
ず
つ
の
Ｐ
Ｃ
・
タ
ブ
レ
ッ

ト
等
が
い
き
わ
た
り
、
新
学

期
か
ら
本
格
的
な
運
用
が
始

ま
る
。
精
神
科
医
師
の
著
書

「
ス
マ
ホ
脳
」
に
、
ス
マ
ホ

依
存
に
よ
る
睡
眠
障
害
な
ど

の
影
響
が
書
か
れ
て
い
る
。

児
童
生
徒
の
ス
マ
ホ
所
持
率

と
利
用
時
間
の
把
握
、
対
応

策
を
聞
く
。

堂
下　

①
原
発
事
故
10
年
を

立
地
自
治
体
の
首
長
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
課
題
に
関
心
を

持
っ
て
注
視
し
て
き
た
か
。

福
島
原
発
事
故
終
結
は
、
ど

の
よ
う
な
事
態
を
も
っ
て
終

結
と
考
え
る
か
。

②
尊
い
犠
牲
と
経
験
か
ら
学

ぶ
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
福

島
原
発
被
災
地
の
町
職
員
の

書
い
た
報
告
書
を
町
職
員
全

員
で
共
有
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　

①
同
じ
立
地
自
治
体

の
長
と
し
て
、
被
災
者
や
被

災
自
治
体
に
寄
り
添
っ
た
取

組
が
行
わ
れ
て
い
る
か
、
常

に
関
心
を
寄
せ
て
き
た
。
被

災
さ
れ
た
方
々
の
気
持
ち
や

痛
み
を
慮
お
も
ん
ぱ
かる
と
、
こ
の
事
故

の
終
結
は
永
遠
に
な
い
と
の

思
い
で
あ
る
。

②
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
立
地
町
で
あ
る
大
熊
町
か

ら
「
大
熊
町
震
災
記
録
誌
」

を
送
付
い
た
だ
き
、
災
害
対

策
の
参
考
と
す
る
よ
う
全
職

員
に
閲
覧
を
促
し
た
。
今
後

も
、
防
災
意
識
の
向
上
の
た

め
の
貴
重
な
資
料
と
し
て
、

活
用
し
て
い
く
。

「
ス
マ
ホ
脳
」

　

児
童
へ
の
影
響
は　
対
応
策
を
聞
く　

家
庭
で
の
ル
ー
ル
作
り
を
推
奨

　

保
護
者
へ
の
啓
発
に
も
力
を
入
れ
る

教
育
長

福島原発事故から10年
　原発立地自治体首長として見解を聞く

事故の終結は永遠にない
　同じ立地自治体の長として常に関心を寄せてきた　　町長

堂下　健一　議員

大熊町震災記録誌

議会だより　しか　№ 63
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稲
岡　

新
年
度
か
ら
「
子
ど

も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」
を

住
民
課
に
設
置
す
る
こ
と
と

な
っ
た
が
、
町
内
に
は
子
育

て
世
帯
の
困
り
ご
と
以
外
に

も
、
貧
困
や
Ｄ
Ｖ
、
介
護
に

関
す
る
こ
と
や
引
き
こ
も
り

に
関
す
る
こ
と
な
ど
様
々
な

相
談
事
項
が
あ
る
。

　

窓
口
に
足
を
運
び
に
く
い

人
た
ち
の
た
め
に
、
オ
ン
ラ

イ
ン
の
総
合
的
な
相
談
窓
口

を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

情
報
推
進
課
長　

今
年
度
、

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活

用
し
、
行
政
事
務
で
利
用
す

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
完
全

に
分
離
し
た
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環

境
を
、
本
庁
舎
、
富
来
支
所
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
文
化

ホ
ー
ル
に
お
い
て
整
備
を
進

め
て
い
る
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮

等
の
調
査
や
検
証
を
行
い
、

オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
が
可
能
な

業
務
や
そ
の
対
象
者
の
範
囲

の
絞
り
込
み
、
予
約
制
の
導

入
な
ど
の
運
用
方
法
を
、
担

当
課
と
検
討
し
て
い
く
。

稲
岡　

議
会
で
は
、
よ
り
開

か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
委

員
会
等
の
公
開
や
資
料
提
供

を
検
討
し
て
い
る
。

　

議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
１
つ

と
し
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

導
入
を
一
昨
年
か
ら
要
望
し

て
い
る
が
、
導
入
に
至
っ
て

い
な
い
。

　

議
会
改
革
に
は
行
政
執
行

部
の
協
力
も
必
要
で
あ
る
が
、

議
会
の
見
え
る
化
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
に
つ
い
て
町
長
の
所
感
を

問
う
。

町
長　

議
会
の
見
え
る
化

は
、
年
４
回
開
催
さ
れ
る
議

会
本
会
議
で
の
状
況
を
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
や
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
、
さ
ら
に
は
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
配
信
し
て
い

る
。
新
た
な
方
策
は
、
ご
提

案
い
た
だ
き
た
い
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
は
、
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
の
環
境
整
備
を
本
庁
舎
な

ど
で
進
め
て
お
り
、
議
会
内

で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
方
向
性
を

決
定
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
は
、
全
員
協

議
会
で
「
全
議
員
の
総
意
を

図
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
」

と
し
て
お
り
、
議
会
の
中
で

意
思
統
一
を
図
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

稲岡　健太郎　議員

窓口に足を運びにくい人たちのため
オンライン相談窓口の設置を
プライバシーへの配慮等を検証し
運用方法を検討する 情報推進課長

議
会
の
見
え
る
化
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

町
長
の
所
感
を
問
う

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等
で
配
信

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
環
境
整
備
を
進
め
て
い
る町

長

そ
の
他
の
質
問

稲
岡　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織

委
員
会
会
長
交
代
の
一
連
の

出
来
事
に
、
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
、

町
の
ト
ッ
プ
と
し
て
の
所
感

を
聞
く
。

町
長　

報
道
で
皆
様
ご
承
知

の
と
お
り
で
あ
り
、
私
が
コ

メ
ン
ト
す
る
立
場
で
は
な
い
。

稲
岡　

女
性
管
理
職
の
割
合

を
増
や
す
方
針
が
示
さ
れ
た

が
、
現
状
と
今
後
を
聞
く
。

総
務
課
長　

本
年
度
、
女
性

の
参
事
職
を
１
名
登
用
し
、

比
率
は
４・
４
％
で
あ
る
。

特
定
事
業
主
行
動
計
画
に
て

目
標
を
10
％
と
し
て
お
り
、

積
極
的
に
進
め
て
い
く
。

YouTube の議会動画

議会だより　しか　№ 63
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志賀町ホームページの志賀町ホームページの
ココをクリックココをクリック
ＱＲコードでもＯＫＱＲコードでもＯＫ

志賀町議会のホームページの志賀町議会のホームページの
ココをクリックココをクリック
　ＱＲコード　ＱＲコード
　でもＯＫ　でもＯＫ

志賀町議会

志賀町議会志賀町議会
ホームページホームページ

ホームページから議会映像も閲覧できます。ホームページから議会映像も閲覧できます。

本会議の様子が本会議の様子が

ご覧になれます！ご覧になれます！

YouTube　志賀町議会の画面議会だより　しか　№ 63
令和３年４月27日発行19
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議会って    どんなところ?? 　議会は町民の代表であり、町の仕事
が正しく行われるように、町長に対し
て仕事のチェックや提案をします。
　議会が、どのような活動をしている
のか知るために、

本会議を傍聴してみませんか。

本議会本議会ってって

委員会委員会ってって

　町の予算や条例など重要なものについては、本会議の場で多数決により決定して、はじめて町長は執
行することができます。
　本会議には、定例会と臨時会があります。定例会は年４回（３月、６月、９月、12月）、臨時会は急
を要する場合などに特定の案件を示して招集される議会になります。

　議会で取り扱う議案は数も多く、内容も幅広い分野にわたります。そこで、これをいくつかの部門に
振り分けて専門的、効率的に審査するため、委員会が設けられています。
　委員会には、常に設置されている常任委員会、議会運営委員会と、必要に応じて設置される特別委員
会があります。本会議では、委員会の審査結果を参考にして最終的な意思決定が行われます。

　　　　　　　には、総務産業建設、教育民生、予算決算の委員会があります。
　委員の定数は、総務産業建設と教育民生が７人、予算決算が議長を除く全議員となっています。委員
の任期は２年で、それぞれ担当の所管事務について審査権をもっています。

　　　　　　　には、原子力発電所対策、議会改革活性化、議会広報の委員会があります。
　特別委員会は、本会議の議決によって必要に応じて設置され、委員の定数も議決によって決まります。
委員の任期は、その委員会の目的が達成されるまでとなります。

　　　　　　　　　は、議会がスムーズに運営されるよう、議長の諮問機関として設置されています。
　委員の定数は５人で、会期の設定、議案・請願等の取り扱いなど、議会運営に関する事項について協
議を行っています。委員の任期は２年で、議会の運営や条例等の草案に関する権限をもっています。

常任委員会

特別委員会

議会運営委員会

??

??

議会だより　しか　№ 63
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議会って議会って     どんなところ

① 役場２階の議会事務局で「傍聴証」　
　 を受け取ります。
※感染対策のため、人数制限など行う
場合があります。詳細は事務局まで
お問い合わせください。

② 「傍聴証」を首にかけて３階の傍聴
　 席に入ります。

⬇⬇

本会議を傍聴するには

定例会の標準的な流れ
会期の約10日前 議会の招集 （町長が議会を招集します。）

町政に関する一般質問（議員が町政について質問を行います。）
委員会への付託 （担当する委員会に議案の審査を託します。）

≪開会≫
会期の決定 （定例会の日数を決めます。）
諸般の報告 （議長に提出された各種事項について議員に報告します。）
提案理由説明（町長が町の近況や議案説明をします。）

委員会の審査報告 （各委員会の審査結果を本会議で報告します。）
議案の討論 （議案について議員が賛成・反対の立場で意見発表をします。）
議案の採決 （議案の可否について決定をします。）
≪閉会≫

委員会の審査 （議案を審査し賛成すべきかどうか決定します。）

議案の審査や議会の運営についての協議 （議員全員で協議をします。）

本会議
（１日目）

本会議
（３日目）

本会議
（２日目）

委員会

全員協議会

会　
　

期　
　

中

通
年

⬇⬇

⬇⬇

⬇⬇

⬇⬇

傍聴席では・必ず係員の指示に従ってください。
・携帯電話をお持ちの方は、マナーモードにするか電源
を切ってください。
・カメラやビデオカメラの類の持ち込みはできません。
・拍手や私語、飲食等はできません。静かに傍聴してく
ださい。

傍聴席では

議会だより　しか　№ 63
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下記の連絡先、メールアドレスにお申込みください。
ご連絡先をお伺いし、後日、お話をお聞かせいただきます。

　連絡先：議会事務局　0767‒32‒9270（担当：山田、坂上）
　メールアドレス：gikai@town.shika.lg.jp

過去の議会だよりは
コチラからご覧いただけます

お

きしました

お

聞
きしました　志賀町の

志賀町のこ
と

ししかかままちち
ＬＩＦＥＬＩＦＥ『ししかかままちち　　ＬＩＦＥＬＩＦＥ』では、志賀町について

皆さんからお話しを聞きます。

皆さんの皆さんの「「しかまちしかまち　　ＬＩＦＥＬＩＦＥ」」をお聞かせください！をお聞かせください！
ご家族やグループなどの

ご家族やグループなどの

お写真をご提供ください。

お写真をご提供ください。

アピールしたいこと

アピールしたいこと

伝えたいこと

伝えたいこと

どんな町に
どんな町に

なってほしい
なってほしい ??

志賀町の良いとこ志賀町の良いとこ

好きなとこ好きなとこ

お申込み方法
議
会
だ
よ
り

３
月
定
例
会

N
o.63

令
和
３
年
４
月
2
7
日

発
行
/
志
賀
町
議
会
　
編
集
/
議
会
広
報
特
別
委
員
会

〒
925-0198　

石
川
県
羽
咋
郡
志
賀
町
末
吉
千
古
１
番
地
1

                     TEL (0767) 32-9270   FA
X (0767) 32-3933  

発
行
責
任
者

　

議　
　

長　

寺
井　
　

強

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　

委　
員　
長　

南　
　

正
紀

　

副
委
員
長　

表
谷　

茂
浩

　

委　
　

員　

福
田　

晃
悦

　
　
　
　
　
　

稲
岡
健
太
郎

　
　
　
　
　
　

冨
澤　

軒
康

　
　
　
　
　
　

櫻
井　

俊
一

６/１
（火）

本会議
10：00

議案の上程
　（町長が町の近況や議案説明をします。）

６/８
（火）

本会議
10：00

一般質問
　（議員が町政について質問をします。）

６/15
（火）

本会議
14：00

議案の採決
　（議案の可否について決定をします。）

６月定例会本会議の日程(予定)です。傍聴に来ませんか。

2222議会だより　しか　№ 63
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